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Abstract
Seventy-five years after the nuclear detonations over the cities of Hiroshima and Nagasaki, 
survivors (hibakusha) continue to offer their testimonies. Their tenacity is intriguing given their 
advanced age and the physical and other lifelong challenges they face. In the current nuclear 
climate, their efforts may even seem futile. What motivates these survivors to share their stories of 
atrocity with strangers, and what outcomes do they expect? This empirical study investigates the 
driving factors in hibakusha testimony. Using the 75th anniversary survey responses, a database 
was created to investigate the individual and collective opinions of hibakusha  on three key 
themes: personal challenges, nuclear disarmament, and legacies for future generations. Based on 
－ 124 －
descriptive statistics and multivariate (binomial logistic regression) analysis, the results revealed 
multi-layered factors that contribute to the act of giving testimonies. Furthermore, we propose a 
statistical model that characterizes those hibakusha who offer testimonies of their survival. The 
findings shed new light on the survivors’ mindscape and how they participate in the international 
grassroots campaign for nuclear disarmament, while struggling to overcome various physical, 











被爆者の思いを受け、2020年 8 月 6 日、多様な国籍の学生によるバイリンガル学生平和宣言を発表し 

















た研究は、従来から行われている（O’Donnell, Creamer, and Pattison 2004、Austin, P.C., et al.2013; 









































 7 ）ヒロシマ・ピースフォーラム：毎年開講される公開市民講座で、「原爆被爆や戦争について考え、 
平和のために行動する人材の育成」（国際平和拠点ひろしまウェブサイト2021）を目的に、2002年度か 













意識調査である。2020年 4 月 1 日から同月30日の調査期間に合わせて、読売新聞社が日本原水爆被害
者団体協議会を通じ、被爆者に質問用紙（調査票）を送付・回収した。質問用紙は、14ページからな
り、回答者が各自、手書きで回答を記入後、読売新聞社に直接、または各地の担当者を通じて返送した。









と被爆者（問 1 － 8 ）」、「被爆体験と苦しみ（問 9 －15）」、および「次世代への継承（問16－24）」で












肢への回答）と採用しなかった設問及びその理由をそれぞれ表 1 と表 2 に示す。
表 1 　説明変数の対象とした設問群
問 1 核兵器廃絶の可能性をどのように考えますか（どれか一つ）
















問14 原爆を投下した米国に憎しみを感じたことはありますか（どれか 1 つを選んでください）
問17 なぜ証言をするのですか（複数回答は可能です）














































図 1 　核兵器廃絶の可能性について 図 2 　核兵器廃絶が進まない焦り










































あることが、表 4 と表 5 （問 6 － 7 の回答まとめ）から明らかになった。なお、アンケートを実施した

























































































































































































































が 5 ％以上）を示したモデルは 1 、 3 、 5 、 7 、 9 であった。
　各ステップで得られたモデルのHosmer-Lemeshow検定の結果を表18に示す。説明変数の数が少な 
く、モデルとして成立し得なかろうと思われるStep1～4を除外し、χ二乗値から帰無仮説が成立した
モデルのみ選択対象とした。自由度 7 のモデル 6 以上を採択し、Step7及びStep9が採用可能である。
　表19に示されるように、Step9でのモデルの正判別率は94.8パーセントであった。
表18　Hosmer and Lemeshow検定結果
Step χ二乗値 自由度 有意確率
1 0.003 1 0.957
2 9.23 3 0.026
3 7.391 3 0.06
4 11.804 5 0.038
5 10.725 6 0.097
6 14.185 7 0.048
7 5.776 7 0.566
8 14.246 7 0.047
9 14.507 8 0.069









0 843 58 93.6




0 846 55 93.9




0 848 53 94.1






　また、残差については、予測値対実測値が± 3 SDを超える外れ値はなかった。図 7 にQ-Qプロット
を示す。





Step -2x対数尤度 Cox & SnellのR2 NagelkerkeのR2
1 637.483a 0.575 0.788
2 531.464a 0.606 0.830
3 481.069a 0.619 0.849
4 459.357a 0.625 0.857
5 439.659a 0.630 0.864
6 430.413a 0.633 0.868
7 421.738a 0.635 0.871
8 415.403a 0.637 0.873
9 408.697a 0.638 0.875



















問 6 _4 被爆者の証言を次の世代に伝える「語り部」になってほしい
問 5 _3 核兵器を使わせないために、自身が取り組んでいること：子どもや孫に語り継ぐ







問17-1「自身の被爆体験を証言する理由：広島・長崎の悲劇を繰り返さないため」と、2.616の問 6 -4 
「被爆者の証言を次の世代に伝える「語り部」になってほしい」は、証言する動機と継承の目的が、自









つ、その最も一般的な指標であるVIF（variance inflating factor：分散拡大係数）に基づく除外基準 








































































んできたが（van der Does 2015, van der Does & Hook 2017, van der Does & Kawano 2019, van der 
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